
東京都カーボンクレジットマーケット普及啓発事業
ご紹介資料

本事業は東京都産業労働局 産業・エネルギー政策部が実施しています。
左記の「ゼロエミッション東京」に基づいた取り組みの一環で、東京都内の中小企
業がCO2排出量を分かりやすく算定可能なツール提供と業界トップクラスの専門
家によるアドバイス等を無料で受けることができ、さらには国内外カーボンクレジット
を簡易に取引可能な東京都カーボンクレジットマーケットをご案内する事業です。

※本事業は東京都より委託を受けてアデコ㈱が運営しています。

申込期限2/28まで！
お早めに！
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全体像（何ができるの？どんなメリットがあるの？）

HOP

STEP

JUMP

自社のCO2排出量の見える化
～自社の現状が見える/分かる～

CO2排出量削減方法の獲得
～どうしたら良いか?が分かる～

補助金/CO2取引等活用の検討
～今後の企業経営に活かせる～

◼ この事業は2026年2月28日まで（定員あり）にお申込みいただければ、自社のCO2排出量の把握～
具体的な削減方法～今後の経営に役立つ一歩進んだ情報やノウハウを無料で得ることができます。

◼ お申込みは本事業特設WEBサイトから簡易且つスムーズに実施することができます。（後頁でご案内）

データ入力で排出量が自動算定＆グ
ラフ/チャートで見える化され詳細分析
とレポートを入手可能。最新係数＆国
際基準対応でクラウドで一元管理され
チャット/オンラインサポートあり。

見える化した排出量をもとに、業界屈
指の専門家チーム（カーボンクレジット
取引推進ナビゲーター）が具体的な削
減方法や参考事例等を自社のために
レクチャー。

・元 環境省職員
・カーボンクレジット（J-VER）
 制度設計担当者

取締役社長
八林 公平 氏ほか

具体的な削減方法や参考事例等から
一歩進んで、今後取り組むうえで自社
で活用可能な補助金の紹介やカーボ
ンクレジット取引についての活用等に
ついて「企業経営」の視点で業界屈指
の専門家チーム（カーボンクレジット取
引推進ナビゲーター）からアドバイス等
を得ることが可能。
初めの一歩として「東京都カーボンクレ
ジットマーケット（利用登録料・システ
ム利用料無料）」への登録を実施。

どちらか選択可能（無料）
※事務局が相談に乗ります

専門家（カーボンクレジッ
ト取引推進ナビゲーター）
による支援や助言は無料

申
込
は
２
月
末

ツ
ー
ル
や
支
援
の
活
用
は
３
月
末
ま
で
！
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ぜひ活用して欲しい方について（こんな状況ありませんか？）

①業種がら年間で使う燃料・電気・ガスは
季節によって変動あるけど
そういえば「どのくらい？」か
確認したことがないなぁ…

②以前に本社や事業所のCO2排出量を
エクセル使って算出してみたけど

とても手間がかかって
その後は放置したままだなぁ…

④自社としてできる節約や削減は
これまである程度はしてきたつもりだけど

そもそもウチってどのくらい
実施可能なんだろう…

⑤下請け製造業のウチには
関係ないと思ってたのに

最近取引先がCO2とか脱炭素とか
言い始めているけど

何からどうしたら良いんだろ…

③燃料や電気などの料金も
今後ますます上がっていきそうな中で

会社として節約や削減に
取り組もうとは思うけど

何をもとに進めたら良いんだろ…

⑥業種がら営業や配送で使う社用車が
多いからガソリン料金が

どんどん上がると本当に大変だ…
どんな削減方法が
効果的なんだろう…

⑦ウチは本社の他に拠点も多くて
燃料・電気・ガスなどの節約や削減は

かなり頑張ってきたけど
さらに進んで全社的に何か
取り組めることはないかなぁ…

⑧今では大手メーカーに繋がる取引も
割合が増えてきた中で

このまま取引を維持拡大するために
カーボンクレジット取引も
検討したいなぁ…

⑨ウチもグループ企業の一員になったけど
あまり良く知らないサステナビリティなど

今後何か取り組む必要が
ありそうだなぁ…

◼ 本事業は「都内中小企業様における脱炭素経営の推進」がテーマですが、各社様によって状況は様々で
すので前頁の3ステップをご準備しています。

◼ みなさんの企業の業種や業界、取引関係、ご自身の立場を踏まえて下記のような状況はありませんか？



①業種がら年間で使う燃料・電気・ガスは
季節によって変動あるけど
そういえば「どのくらい？」か
確認したことがないなぁ…

②以前に本社や事業所のCO2排出量を
エクセル使って算出してみたけど

とても手間がかかって
その後は放置したままだなぁ…

③燃料や電気などの料金も
今後ますます上がっていきそうな中で

会社として節約や削減に
取り組もうとは思うけど

何をもとに進めたら良いんだろ…
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活用のオススメ【HOP】（算出ツールで自社排出量を見える化）

◼ 下記の状況の企業のみなさんには「CO2可視化ツールによる自社のCO2排出量の見える化」をオススメ
します。お申込みいただければ「無料」でツール利用可能です。

◼ 本事業では下記の「タンソチェック」か「ScopeX」のどちらかを選ぶことができます。

可
視
化
ツ
ー
ル
を
無
料
で
使
っ
て
見
え
る
化
し
ま
し
ょ
う
！
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活用のオススメ【HOP】（算出ツールで自社排出量を見える化）

◼ CO2可視化ツール「タンソチェック」か「ScopeX」を利用した際のアウトプットイメージは下記の通りです。
◼ 直感的で分かりやすいインターフェース、必要項目の見える化、ガイドサポート付はどちらも共通しています。

拠点を選択

合計排出量と
割合

温対法・省エネ法
のレポーティング

月別や
昨年対比を
確認CO2だけでなく

エネルギー情報も
グラフ自動生成

合計排出量と割合
ファイル管理機能

月別や
昨年対比を
確認

どちらか迷っているあなたへ
～下記に該当する場合はタンソチェックがオススメ～

どちらか迷っているあなたへ
～下記に該当する場合はScopeXがオススメ～

◼ 拠点や工場が多い（100拠点まで登録可能）
◼ グループ企業と連結したい
◼ 会計資料と同じ名前で登録したい
◼ 画像をアップロードしたい
◼ マーケット係数・ロケーション係数を別に確認したい

◼ 拠点数が多くない
◼ 正しい係数名で登録したい
◼ 温対法・省エネ法のレポーティングを確認したい
◼ ログイン時に多要素認証の設定をしたい
◼ 売上高/生産量当たりのCO2排出量/増減率を知りたい
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活用のオススメ【STEP】（専門家の削減方法や削減目標の助言）

④自社としてできる節約や削減は
これまである程度はしてきたつもりだけど

そもそもウチってどのくらい
実施可能なんだろう…

⑤下請け製造業のウチには
関係ないと思ってたのに

最近取引先がCO2とか脱炭素とか
言い始めているけど

何からどうしたら良いんだろ…

⑥業種がら営業や配送で使う社用車が
多いからガソリン料金が

どんどん上がると本当に大変だ…
どんな削減方法が
効果的なんだろう…

専
門
家
と
算
出
結
果
を
元
に
削
減
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
！

◼ 下記の状況の企業のみなさんには「CO2可視化ツールによる自社のCO2排出量の見える化」と合わせて、
その結果を元にした「専門家による削減方法や削減目標等の助言（無料）」を得ることをオススメします。

◼ 専門家（カーボンクレジット取引推進ナビゲーター）は下記をご参照ください。

取締役社長 八林 公平 氏

• 元環境省職員（カーボンクレジット（J-VER）制度設計 担当者）
• 一般社団法人カーボンオフセット協会 事務局長
• 中央省庁出身で国内外の政策に精通。政府でカーボンクレジット事業を立ち
上げる時の担当として制度設計に関与

株式会社エスプールブルードットグリーン（BDG）
本事業専門家（カーボンクレジット取引推進ナビゲーター）

主な支援先（一部抜粋）
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活用のオススメ【JUMP】（専門家の補助金やカーボン取引等の助言）

⑦ウチは本社の他に拠点も多くて
燃料・電気・ガスなどの節約や削減は

かなり頑張ってきたけど
さらに進んで全社的に何か
取り組めることはないかなぁ…

⑧今では大手メーカーに繋がる取引も
割合が増えてきた中で

このまま取引を維持拡大するために
カーボンクレジット取引も
検討したいなぁ…

⑨ウチもグループ企業の一員になったけど
あまり良く知らないサステナビリティなど

今後何か取り組む必要が
ありそうだなぁ…

専
門
家
か
ら
一
歩
進
ん
だ
有
効
策
の
助
言
を
得
ま
し
ょ
う
！

株式会社エスプールブルードットグリーン（BDG）
本事業専門家（カーボンクレジット取引推進ナビゲーター）

◼ 下記の状況の企業のみなさんには「専門家による自社で活用可能な補助金の紹介やカーボンクレジット
取引についての活用等の助言」を得ることをオススメします。（無料）

◼ さらに、都カーボンクレジットマーケット登録（利用登録料・システム利用料無料）をオススメします。

八林 公平 氏

取締役社長

BDG社HPより
一部転載→
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お申込みのご案内（本事業特設WEBサイトについて）

https://try.offset.now.metro.tokyo.lg.jp/

カーボンクレジットマーケット普及啓発事業 特設WEBサイト 本資料は本事業にご興味のある
中小企業様向けダイジェストのため
より詳細はぜひこちらのサイトを

ご覧ください！

こちらのサイトをスクロールし

をクリックするとお申込みフォームへ
記入しお申込み可能です！
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参考資料

◼ 専門家（カーボンクレジット取引推進ナビゲーター）のBDG社提供の参考資料を抜粋して掲載します。
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参考資料

◼ 関連する支援策として、東京都カーボンクレジットマーケットで購入したクレジットを用いてGHG排出量を
オフセットし、その取り組みを発信してブランディングに取り組む企業に対して、プロモーション経費などの費
用を一部助成する事業があります。

■ カーボンクレジット活用促進事業
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/creditoffset_pr

対象事業者
都内に事務所または事業所を有する企業（中小企業、学校法人、医療法人など）

助成内容

交付申請期間
令和７年４月23日（水） ～ 令和７年12月26日（金） 令和８年３月３１日（火）までに延長されました。
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お問い合わせ先と注意点

◼ この資料でご紹介した本事業についてのご質問やお問い合わせは下記からお願いいたします。
◼ 2026年3月末事業終了後、前頁記載の可視化ツール利用料等は別途発生しますのでご了承ください。

お問い合わせ先（運営事務局 アデコ㈱内）

「東京都カーボンクレジットマーケット普及啓発事業」運営事務局

03-4550-0931
（平日10:00～17:00/土日祝並びに年末年始を除く）

メールアドレス ade.jp.carbon-market@jp.adecco.com

2026年4月以降に引き続きCO2可視化ツール利用継続をご希望の方へ

▼Scope1、2、3
月額5000円で継続可能。
初期費用は不要
拠点数：100まで登録可能

▼Scope1,2
初期費用（代行費用）:20万円 利用料:月5000円
▼Scope1,2,3
初期費用（代行費用）60～90万円
※データ量によるため応相談
利用料：月2万円 /拠点、月5万円 / 3～10拠点
※11拠点以上は応相談
※但し、代行が不要であれば、初期費用なしの月額のみで継続可能。

mailto:ade.jp.carbon-market@jp.adecco.com
mailto:ade.jp.carbon-market@jp.adecco.com
mailto:ade.jp.carbon-market@jp.adecco.com
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質問 回答

1 本事業の対象を教えてください。 都内に主たる事業所を有する中小企業、学校法人、医療法人、社
会福祉法人等になります。詳しくはHPより募集要領をご確認ください。

2 本事業では何を支援してくれますか。 本事業ではCO2可視化ツールの提供や専門家による削減目標の策
定等の支援を提供し、カーボンクレジットの活用を含む脱炭素経営に
向けた取組の第一歩を支援します。

3 既にCO2排出量の可視化は済んでいるので、
専門家の支援だけ受けるのは可能ですか。

可能です。専門家からは算出結果をもとに、企業の状況に応じたアド
バイスを受けられますのでぜひご活用ください。

4 本社は東京ですが、都外にある工場や支店
の排出量の算出はできますか。

はい、都内に主たる事業所があれば問題ございません。また、ツール上
で、拠点別に可視化することができます。

5 可視化ツールを無料で使える期間を教えてく
ださい。また、期間終了後、自動で有料に切
り替わるのでしょうか。

事業期間である2026年3月31日まで無料でお使いいただけます。ま
た、事業期間内に事務局より継続希望を確認します。継続希望と回
答された場合にのみ有料に切り替わります。

6 可視化ツールは装置的なもの（取り付ける
ようなもの）ですか。

装置ではなく、電気やガスなどの使用量を入力することでCO2排出量
を自動で計算してくれるクラウドの管理システムになります。

7 専門家（カーボンクレジット取引推進ナビ
ゲーター）は何をしてくれますか。

算定結果や企業様の状況に応じた削減目標設定支援や補助金の
紹介、カーボンクレジットを活用した対応の検討を支援します。なお支
援は期間を通じて1回となります。

8 現在排出量の規制対象となっていませんが、
本事業に参加するメリットは何ですか。

現在は排出量の多い事業者など一部事業者に対する規制ですが、取
引先から排出量を求められるケースがあります。また、地球温暖化によ
り規制が強化されていく可能性があり、今の段階から脱炭素経営を始
めていくことが、“選ばれる企業”になるうえでとても重要です。本事業は
まさにこれから脱炭素経営に取り組む中小企業等を支援します。

FAQ

https://try.offset.now.metro.tokyo.lg.jp/pdf/agreement.pdf
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